
（全産業） （全産業以外）
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業種別の死傷者数の推移
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製造業

建設業

陸上貨物

運送事業

商業

上記以外

業種別の死亡者数の推移

労 働 災 害 の 現 状

全産業

製造業

建設業

商業

陸上貨物運送事業

（全産業） （全産業以外）

令和２年から令和６年の値は、新型コロナウイルス感染症に係る災害を除いたもの。

点線の値は、令和５年及び６年の１２月末日現在の速報値。

保健衛生業

さいたま労働基準監督署

（令和６年の値は、同年１２月末日現在の速報値）



（業種別の割合） （事故の型別の割合）

（起因物別の割合）

（年齢別の状況） （経験期間別の状況）

転倒

414
26.5%
動作の反動、

無理な動作
334

21.4%

墜落、

転落
239

15.3%

はさまれ、

巻き込まれ

119
7.6%

交通事故

（道路）

87
5.6%

切れ、こすれ

82
5.2%

激突

68
4.3%

飛来、落下

65
4.2% 右記以外

156
10.0%

令和６年 死傷災害発生状況（新型コロナウイルス感染症に係るものを除いた1,564件を集計）

商業

326
20.8%

保健

衛生業
258

16.5% 運輸

交通業
212

13.6%製造業

181
11.6%

建設業

134
8.6%

接客娯楽業

119
7.6%

清掃・

と畜業

119
7.6%

右記以外

215
13.7%

38

187

171

257

459

306

146

20歳未満

20歳以上30歳未満

30歳以上40歳未満

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上70歳未満

70歳以上

23

197

116

481

258

287

202

1月未満

1月以上6月未満

6月以上1年未満

1年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

「道路貨物運送業」と「陸上貨物取扱業」を

合計した陸上貨物運送事業は２２０件、

その割合は１４．１％

仮設物、

建築物、

構築物等

418
26.7%

その他の

装置等
312

19.9%

物上げ

装置、

運搬機械

201
12.9%

荷

85
5.4%

動力機械

80
5.1%

物質、材料

79
5.1%

右記以外

389
24.9%

傷病性質の
３３．５％が「負傷による腰痛」、
２８．１％が捻挫等を含む「関節の障害」

「物上げ装置、運搬機械」の
５０．７％が「トラック」、
３６．８％が
「乗用車、バス、バイク」
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主要な事故の型別の死傷者数の推移

墜落、転落

はさまれ、巻き込まれ

転倒動作の反動、無理な動作

「その他の装置等」の２８．８％が
台車、ロールボックスパレット、
自転車等の「人力運搬機」

「仮設物、建築物、構築物等」の
２５．８％が「階段、桟橋」、
２２．５％が「作業床、歩み板」、
１７．９％が「通路」

起因物の
１８．８％が
「作業床、歩み板」、
１７．４％が「通路」

点線の値は、令和５年及び６年の１２月末日現在の速報値。


